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第１  総則 

１ 本書の位置付け 

倉敷市庄支所・庄分団消防機庫整備事業要求水準書（以下「要求水準書」という。）

は、倉敷市庄支所・庄分団消防機庫整備事業（以下「本事業」という。）で整備する施

設について、倉敷市（以下「市」という。）が要求する機能や性能の水準（以下「要求水

準」という。）を示すものである。要求水準は、本書及び別紙により規定し、別添資料

は計画検討等の参考資料として取扱う。 

施設の具体的計画及び具体的仕様は、選定事業者（以下「事業者」という。）が要求

水準を満足するよう積極的に創意工夫を発揮した提案を行うことができる。また、要求

水準に具体的仕様が示されたものについては、これを遵守し、具体的仕様が示されてい

ないものについては、提案によりこれを定めることとする。 

２ 事業の範囲 

本事業において事業者が実施する業務範囲は、次のとおりとする。 

(１)  事前調査業務 

ア 地質調査 

イ 周辺家屋調査 

ウ アスベスト含有材等使用状況調査 

エ ＰＣＢ含有材使用状況調査 

オ その他、事前に必要な調査業務 

(２)  設計業務 

ア 庄支所庁舎の建設工事に係る設計 

イ 庄支所の外構施設整備工事に係る設計 

ウ 庄分団消防機庫の建設工事に係る設計 

エ 庄分団消防機庫の外構施設整備工事に係る設計 

オ 上記に係る許認可及び各種申請等の行政手続 

カ ＺＥＢ認証手続（建築物省エネルギー表示制度（ＢＥＬＳ）の申請手続） 
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(３)  解体撤去に関する業務 

ア 庄支所現庁舎の解体撤去に係る工事 

イ 庄支所の外構施設整備工事に伴う解体撤去に係る工事 

ウ 庄分団消防機庫の解体撤去に係る工事 

エ 庄分団消防機庫の外構施設整備工事に伴う解体撤去に係る工事 

オ 上記に係る許認可及び各種申請等の行政手続 

(４)  建設業務 

ア 庄支所庁舎の建設工事 

イ 庄支所の外構施設整備工事 

ウ 庄分団消防機庫の建設工事 

エ 庄分団消防機庫の外構施設整備工事 

オ 上記に係る許認可及び各種申請等の行政手続 

(５)  工事監理業務 

ア 庄支所庁舎の建設工事に係る工事監理 

イ 庄支所の外構施設整備工事に係る工事監理 

ウ 庄分団消防機庫の建設工事に係る工事監理 

エ 庄分団消防機庫の外構施設整備工事に係る工事監理 

(６)  その他事業実施に必要な業務 

ア 事後調査（周辺家屋調査等） 

イ 近隣対応（周辺家屋補償等） 

ウ 引渡し業務 

エ 市による対象外業務の実施に向けた連絡調整・助言業務（什器・備品、特殊機

器等の発注、建物維持管理業務の発注など） 

オ 国庫補助金申請関係書類等の作成支援 

カ その他、（１）から（５）までの業務を実施する上で、必要な関連業務 

(７)  対象外とする業務 

ア 什器・備品・特定機器等の購入・設置 

イ 既存庁舎からの引越業務 
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３ 事業期間 

事業期間は、原則として、事業契約の締結日から令和８年３月 31日までとする。 

４ 遵守すべき法令等 

(１)  法令等（施行令及び施行規則等を含む。） 

本事業を行うにあたり、遵守すべき法令等（政令及び省令等を含む。）は次に示す

とおりである。このほか、本事業に関連する法令等を遵守すること。 

なお、事業実施にあたり、関係法令等に基づく許認可等が必要な場合は、事業者が

その許認可等を取得すること。 

 地方自治法（昭和 22年法律第 67号） 

 建築基準法（昭和 25年法律第 201号） 

 建築士法（昭和 25年法律第 202号） 

 都市計画法（昭和 43年法律第 100号） 

 景観法（平成 16年法律第 110号） 

 消防法（昭和 23年法律第 186号） 

 道路法（昭和 27年法律第 180号） 

 道路交通法（昭和 35年法律第 105号） 

 水道法（昭和 32年法律第 177号） 

 下水道法（昭和 33年法律第 79号） 

 電気事業法（昭和 39年法律第 170号） 

 ガス事業法（昭和 29年法律第 51号） 

 電波法（昭和 25年法律第 131号） 

 警備業法（昭和 47年法律第 117号） 

 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 18 年法律第 91

号） 

 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25年法律第 65号） 

 エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和 54年法律第 49号） 

 地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10年法律第 117号） 

 公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律（平成 22年法律第 36号） 
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 環境影響評価法（平成９年法律第 81号） 

 建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和 45年法律第 20号） 

 資源の有効な利用の促進に関する法律（平成３年法律第 48号） 

 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成 12年法律第 104号） 

 エネルギーの使用の合理化に関する建築主等及び特定建築物の所有者の判断の

基準（平成 25年経済産業省・国土交通省告示第１号） 

 水質汚濁防止法（昭和 45年法律第 138号） 

 大気汚染防止法（昭和 43年法律第 97号） 

 土壌汚染対策法（平成 14年法律第 53号） 

 建設業法（昭和 24年法律第 100号） 

 労働安全衛生法（昭和 47年法律第 57号） 

 振動規制法（昭和 51年法律第 64号） 

 騒音規制法（昭和 43年法律第 98号） 

 悪臭防止法（昭和 46年法律第 91号） 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45年法律第 137号） 

 石綿障害予防規則（平成 17年厚生労働省令第 21号） 

 官公庁施設の建設等に関する法律（昭和 26年法律第 181号） 

 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（平成 27年法律第 53号） 

 災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223号） 

 文化財保護法（昭和 25年法律第 214号） 

(２)  条例等（施行規則等含む。） 

本事業を行うにあたり、遵守すべき条例等（規則等を含む。）は次に示すとおりで

ある。 

 建築物等の制限に関する条例（昭和 26年岡山県条例第 10号） 

 岡山県建築基準法施行細則（昭和 48年岡山県規則第 66号） 

 岡山県防災対策基本条例（平成 20年岡山県条例第６号） 

 岡山県福祉のまちづくり条例（平成 12年岡山県条例第１号） 

 岡山県犯罪のない安全・安心まちづくり条例（平成 18年岡山県条例第 64号） 

 岡山県環境基本条例（平成８年岡山県条例第 30号） 
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 岡山県自然保護条例（昭和 46年岡山県条例第 63号） 

 岡山県環境への負荷の低減に関する条例（平成 13年 12月 21日条例第 76号） 

 岡山県快適な環境の確保に関する条例（平成 13年 12月 21日条例第 74号） 

 倉敷市建築基準法施行細則（昭和 45年倉敷市規則第 40号） 

 倉敷市中高層建築物等の建築に関する指導要綱（平成 12年倉敷市告示第 79号） 

 倉敷市総合浸水対策の推進に関する条例（令和３年条例第５号） 

 倉敷市総合浸水対策の推進に関する条例施行規則（令和３年規則第 14号） 

 倉敷市福祉のまちづくり条例（平成９年倉敷市条例第 24号） 

 都市計画法施行細則（昭和 62年倉敷市規則第 26号） 

 倉敷市都市計画法に係る開発行為の許可等の基準に関する条例（平成 13年倉敷

市条例第 44号） 

 倉敷市都市景観条例（平成 21年倉敷市条例第 40号） 

 倉敷市屋外広告物条例（平成 13年 12月 27日倉敷市条例第 55号） 

 倉敷市火災予防条例（昭和 48年倉敷市条例第 68号） 

 倉敷市水道法施行細則（平成 13年倉敷市規則第 37号） 

 倉敷市水道条例（昭和 43 年 10 月 15 日倉敷市条例第 72 号） 

 倉敷市下水道条例（昭和 43年倉敷市条例第 28号） 

 倉敷市安全・安心まちづくり推進条例（平成 15年倉敷市条例第 58号） 

 倉敷市環境基本条例（平成 11年倉敷市条例第 34号） 

 倉敷市自然環境保全条例（昭和 49年倉敷市条例第 29号） 

 倉敷市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成５年倉敷市条例第８号） 

 倉敷市公告式条例（昭和 42年倉敷市条例第 1号） 

 倉敷市公共建築物ゼロカーボン指針（令和４年４月） 

(３)  参考とする基準 

本事業の実施にあたっては、次の基準等を参考とすること。なお、基準等は、すべ

て提案時点での最新版を確認すること。 

 官庁施設の基本的性能基準（国土交通省） 

 官庁施設の総合耐震･対津波計画基準（国土交通省） 

 官庁施設の環境保全基準（国土交通省） 
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 官庁施設のユニバーサルデザインに関する基準（国土交通省） 

 官庁施設の防犯に関する基準（国土交通省） 

 建築設計基準、同資料（国土交通省） 

 建築構造設計基準、同資料（国土交通省） 

 構内舗装･排水設計基準、同資料（国土交通省） 

 建築設備計画基準（国土交通省） 

 建築設備設計基準（国土交通省） 

 建築設備耐震設計･施工指針（国立研究開発法人建築研究所） 

 建築設備設計計算書作成の手引き（一般社団法人公共建築協会） 

 建築工事標準詳細図（国土交通省） 

 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編) （国土交通省） 

 公共建築設備工事標準図（機械設備工事編) （国土交通省） 

 公共建築工事標準仕様書（建築工事編) （国土交通省） 

 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編) （国土交通省） 

 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編) （国土交通省） 

 公共建築工事改修標準仕様書（建築工事編) （国土交通省） 

 公共建築工事改修標準仕様書（電気設備工事編) （国土交通省） 

 公共建築工事改修標準仕様書（機械設備工事編) （国土交通省） 

 建築物解体工事共通仕様書（国土交通省） 

 公共建築工事積算基準（国土交通省） 

 公共建築数量積算基準（国土交通省） 

 公共建築設備数量積算基準（国土交通省） 

 建設副産物適正処理推進要綱（国土交通省） 

 公共建築工事標準仕様書に基づく建築工事の施工管理（施工計画書作成要領）

（工事施工管理要領改訂委員会） 

 公共建築工事標準仕様書に基づく電気設備工事の施工管理（施工計画書作成要

領）（工事施工管理要領改訂委員会） 

 公共建築工事標準仕様書に基づく機械設備工事の施工管理（施工計画書作成要

領）（工事施工管理要領改訂委員会） 
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 建築保全業務共通仕様書（国土交通省） 

 建築保全業務積算基準（国土交通省） 

 建築物修繕措置判定手法（一般財団法人建築保全センター） 

 建築設備の維持保全と劣化診断（一般財団法人建築保全センター） 

 管理者のための建築物保全の手引き（一般財団法人建築保全センター） 

 防災拠点等となる建築物に係る機能継続ガイドライン（国土交通省） 

 業務継続のための官庁施設の機能確保に関する指針（国土交通省） 

 その他関連する基準等 

(４)  その他 

本事業を行うにあたり、遵守すべき法令等は、（１）及び（２）に関するすべての

関連施行令、規則及び基準等についても含むものとする。また、必要とされるその他

の関係法令及び市条例等についても遵守すること。 

５ 要求水準書の変更 

市は、事業期間中に要求水準書を変更することがある。次に、要求水準書の変更に

対する手続を示すとともに、これに伴う事業者の対応を規定する。 

(１)  要求水準書の変更の手続 

市は、事業期間中に次の理由により要求水準書の変更を行うことができ、変更の手

続については、事業契約書の規定に従い行うものとする。 

ア 法令の変更等により業務内容を変更する必要が生じたとき 

イ 災害、事故等により特別な業務を行う必要が生じたとき 

ウ その他、業務内容の変更が特に必要と認められるとき 

(２)  要求水準の変更に伴う契約変更 

市と事業者は、要求水準書の変更に伴い、事業者が行うべき業務内容が変更された

場合は、必要に応じ、要求水準書とともに、本事業に関わる対価等、事業契約書の変

更を行う。詳細については、事業契約書で定める。 
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第２  本事業における整備対象施設等 

１ 事業用地の概要 

事業用地の基本的な敷地条件については、次の表のとおり。詳細は各別添資料を参

照するとともに、事業者においても適宜確認を行うものとする。 

項目 内容 参照 

所在地 事業用地① 

倉敷市上東 756番地 地内 

※支所敷地と消防機庫敷地に適切な敷地

分割を行うこと 

事業用地② 

倉敷市上東 784番地 2、4の一部 地内 

【別添資料１】 

敷地位置図 

事業用地の 

面積 

事業用地① 

1,716 ㎡（CAD 求積） 

事業用地② 

586.42 ㎡（CAD求積） 

 

区域区分 第一種低層住居専用地域 ― 

指定建ぺい率 50% ― 

指定容積率 100% ― 

防火／準防火 指定なし ― 

上水道 上水道供給区域 【別添資料３】配水管図 

下水道 公共下水道処理区域 【別添資料４】下水道管路図 

電気等 中国電力管内  

地盤状況 事業者の調査よる 

GL-13.4mを砂交じりの粘土層と仮定した

条件で設計を行うこと※ 

 

浸水想定高さ ・計画規模降雨時、地盤面より 0.3m程度 

・想定最大規模降雨時、地盤面より 3.1m

程度 
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※事業者の調査により、支持層等に変更が生じた場合、両者で協議を行うものとする。 

２ 既存施設の状況 

事業用地内に存する主な既存施設概要は次の表のとおり。 

項目 内容 

庄支所 RC 造（一部 S 造）､地上 2階建て 

庄分団消防機庫 CB 造､地上 2階建て 

その他 自転車置場等 

３ 対象施設と整備内容 

本事業の対象施設に係る整備内容は次のとおり。なお、整備にあたっては、埋蔵文

化財の保護を図るため、掘削深さ及び範囲を必要最小限とし、盛土等により保護とバ

リアフリーを両立させること。また、来庁者および周辺への粉塵や騒音に配慮するこ

と。 

対象施設 区分 概要 

庄支所 
新設・解体 

（執務並行） 
支所本体、倉庫、公用車庫等 

庄支所外構 
新設・改修・解

体 

駐車場設置、障がい者等用駐車場設置、自転車置場

設置、告示用掲示板、外灯、敷地境界フェンス、国旗

掲揚塔等 

庄分団消防機

庫 
新設・解体 消防機庫 

庄分団消防機

庫外構 

新設・改修・解

体 

駐車場設置、ホース乾燥塔、外灯、敷地境界フェンス

等 

 

  

埋蔵文化財 上東遺跡  
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４ 本事業のスケジュール 

本事業のスケジュールは、以下に示す条件を遵守することを条件として、事業者に

よる自由な提案を可能とする。 

日程（予定） 内容 

令和６年１１月まで 事業契約締結 

（令和７年１月） 倉敷市議会議員選挙（期日前投票所）（※） 

令和７年３月末まで 事前調査・設計業務の完了 

（令和７年７月） 参議院議員選挙（期日前投票所）（※） 

令和８年３月まで 

・庄支所庁舎（１期工事）の竣工 

（機能移転後に現庁舎解体に着手） 

・現庄支所庁舎の解体 

・庄支所庁舎（２期工事）、外構整備、庄分団消防機庫の竣工 

・現庄分団消防機庫の解体 

・庄分団消防機庫外構整備の完了、事業契約終了 

※ 期日前投票（現状は、支所１階ホールで実施）が可能な工程・方法等を考慮するこ

と 
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第３  整備に関する要求水準 

本事業における施設計画に関する要求水準は、次に示すとおりである。具体的な要

求水準は、各施設計画要領に基づくこと。 

なお、施設計画要領は、最低限の水準を示したものであり、事業者による提案にお

いて、当該水準を上回る水準を確保し、かつ維持や保守管理運営コスト等の上昇が伴

わない提案については、これを制限するものではない。ただし、提案内容によっては、

協議を要することがある。 

１ 庄支所庁舎の新設 

整備の概要は次に示すとおりである。詳細は、別紙１ 庄支所計画要領１を参照す

ること。 

項目 内容 

面積 建築面積 390 ㎡以上 延べ面積 390 ㎡以上 

階数 平屋建て 

構造種別 軽量鉄骨造 

構造安全性 「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説（令和３

年版）」における次の耐震安全性の分類以上 

・構造体：耐震Ⅱ類相当（法令による必要耐力の 1.25 倍（相

当）とすること） 

・建築非構造部材：B 類 

・建築設備：乙類 

環境配慮 ・建築物省エネルギー性能表示制度（BELS）による省エネ

ルギー評価において nearlyZEB 以上の認証を得られる施設

性能 

・太陽光発電設備の設置 
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２ 庄支所の解体 

解体の概要は次に示すとおりである。詳細は別紙１ 庄支所計画要領２を参照する

こと。 

項目 内容 

解体撤去範囲 ・庄支所庁舎上屋、コンクリート基礎、倉庫・自転車置場・舗装等

の外構、各設備、機器等を対象とする。 

留意点 ・解体撤去後の仕上がり地盤は、敷地全体の計画に合わせて設

定するものとする。 

・敷地の液状化対策として既存施設の一部を有用工作物として

活用すること。 

・不要となる地下埋設物の撤去を行うこと。 

３ 庄分団消防機庫の新設 

整備の概要は次に示すとおりである。別紙２ 庄分団消防機庫計画要領１を参照する

こと。 

項目 内容 

面積 建築面積 44 ㎡程度 延べ面積 70 ㎡程度 

階数 地上２階建て 

構造種別 軽量鉄骨造 

構造安全性 「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説（令和３

年版）」における次の耐震安全性の分類以上 

・構造体：耐震Ⅱ類相当（法令による必要耐力の 1.25 倍（相

当）とすること） 

・建築非構造部材：B 類 

・建築設備：乙類 
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４ 庄分団消防機庫の解体 

解体の概要は次に示すとおりである。別紙２ 庄分団消防機庫計画要領２を参照す

ること。 

項目 内容 

解体撤去範囲 ・庄分団消防機庫上屋、土蔵倉庫、コンクリート基礎等を対象と

する。 

 留意点 ・解体撤去後の仕上がり地盤は、敷地全体の計画に合わせて設

定するものとする。 

・不要となる地下埋設物の撤去を行うこと。 

５ 外構施設整備 

整備の概要は次に示すとおりである。別紙３ 外構計画要領１を参照すること。 

項目 内容 

事業用地① 囲障等、自動車駐車場、自転車置場、舗装、ホース乾燥塔、国

旗掲揚塔、植栽、照明設備、緊急放送設備、給水設備、 

事業用地② 囲障等、自動車駐車場、舗装 
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第４  事前調査業務に関する要求水準 

１ 測量調査 

本事業において、測量調査が必要となる場合は、事業者が適切に実施すること。 

２ 地質調査 

地質調査を実施し、防災拠点として機能するための液状化対策の検討を行い、発注

者に検討結果を報告すること。 

なお、既存建物の杭を液状化対策として活用することを想定している。 

３ アスベスト含有材使用状況調査 

解体撤去工事に先立ち、解体撤去部分を対象とするアスベスト含有材使用状況調査

を必要な時期に適切に実施し、その結果を市に報告すること。なお、当該調査は、公

益社団法人日本作業環境測定協会が実施する「石綿分析技術の評価事業（石綿分析に

係わるクロスチェック事業）」により認定されるＡ又はＢランクの認定分析技術者に

よって行わせること。 

４ ＰＣＢ含有材使用状況調査 

解体撤去工事に先立ち、解体撤去部分を対象とするＰＣＢ使用電気機器及びＰＣＢ

含有シーリング材の有無について必要な時期に適切に調査を実施し、その結果を市に

報告すること。 

５ その他事業者が必要とする調査 

周辺家屋調査及びアスベスト含有材使用状況調査等に限らず、本事業を実施するこ

とにより周辺地域に影響を及ぼすおそれがある場合には、事業者は自らの責任及び費

用において、法令を遵守のうえ、必要に応じて適切に、周辺地域に及ぼす影響につい

ての調査、分析及び検討すること。 
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第５  設計業務に関する要求水準 

１ 基本的事項 

ア 事業者は、事業契約締結後、速やかに、本事業に関する事業計画の内容を記載

した事業計画書を作成し、市による承認を受けること。 

イ 承認後の事業計画書に基づき「第１ ２（２）設計業務」に規定する範囲の設

計業務を行い、設計業務完了後に市による承認を受けること。 

ウ 設計企業は、建築士法(昭和 25 年法律第 202 号)第２条第２項に規定する一級

建築士である管理技術者を定め、業務を管理させること。 

２ 設計 

ア 設計は、第３の整備に関する要求水準及び提案書に基づき行うこと。 

イ 市は、事業者に設計の検討内容について、いつでも確認することができる。事

業者は設計に当たり、定期的に市と協議を行うこと。 

３ 設計段階における各種申請手続 

ア 建築基準法に基づく計画通知ほか各種申請等、設計段階における関係官公署等

への手続等は、遅滞なく行うこと。 

イ 建築基準法に基づく計画通知を行う際は、申請前に市に事前に説明のうえ確認

を受け、確認済証取得時には、市にその旨の報告を行うこと。 

ウ アに係る申請料等は事業費に含むものとする。 

エ 庄支所については、nearlyZEB 以上の認証を事業者の責任と費用負担において

取得することとし、取得するために必要な手続きを行うこと。 

４ その他関連事項 

ア 設計業務は、市の担当者との十分な打合せにより実施するものとし、打合せの

結果については、記録等により市へ報告すること。 

イ 事業者は、要求される性能等が確実に設計に反映されるよう、スケジュール管

理を適切に行うこと。 
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ウ その他、事業の実施において必要な説明資料等の作成を行うこと。 

５ 業務の報告及び設計図書等の提出 

ア 事業者は、設計着手前に設計に関する工程表を市へ提出し、市が提示した事業

スケジュール等に適合していることの承認を受けること。 

イ 事業者は、設計の打合せ時に必要な資料等を市へ提示し、要求される性能等が

反映されていることの承認を受けること。 

ウ 事業者は、設計の完了時に設計図書を市へ提出し、市が要求した性能等に適合

していることの承認を受けること。 

エ 事業者は、設計の状況について、市の求めに応じて随時報告を行うこと。 
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第６  解体撤去業務に関する要求水準 

１ 解体撤去対象 

解体撤去対象となる施設は次のとおり。 

ア 庄支所及び附属建物 

イ 庄分団消防機庫及び附属工作物 

ウ その他の解体撤去の対象は、庄支所及び庄分団消防機庫の建替えに関係する外

構（自転車置場・緑地・外部舗装等）のほか外構施設整備に関するものとする。 

２ 基本的事項 

ア 現場代理人は常駐で配置し、建設業法第 26 条第２項に基づく監理技術者は専

任で配置することとし、着工前にその者の氏名、経歴、有する資格等について

市に通知すること。 

イ 事業者は、解体撤去工事にあたり、必要とされる事前調査があれば適切に実施す

ること。 

ウ 事業者は、解体撤去工事にあたり、適切な工法選定と施工計画に基づき行うこ

と。 

エ 想定外の状況に対する計画の変更については、事業者と市が協議を行い、対応

策や市と事業者の費用負担等を決定のうえ、市の承認を得て進めるものとする。 

オ アスベスト含有材等使用状況調査の結果、アスベストの使用が認められた場合、

処理方法についてあらかじめ市と協議を行い、大気汚染防止法及び石綿障害予

防規則等に基づき、事業者において適切に処理を行うこと。なお、飛散性アス

ベスト含有材の処理費用については、合理的な範囲で市が負担するものとする。 

カ 事前調査の結果、PCB 安定器が確認された場合、市が指定する方法により、照

明器具より取り外した安定器の保管を行い、市に引渡すこと。PCB を使用して

いないことが確認された安定器については、市の承認を得た後、事業者の責任

で適正に処分すること。 

キ 解体撤去工事の施工は、周辺地域へ十分配慮するとともに、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律及び資材の再資源化等に関わる諸法令に基づき、適切な処置
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のうえ、実施すること。 

３ 業務の報告及び図書等の提出 

ア 事業者は、解体撤去工事の着手前に、工程表及び施工計画書を市へ提出し、市

が提示した事業スケジュール等に適合していること及び要求水準等が反映さ

れていること等の承認を受けること。 

イ 事業者は、解体撤去工事の期間中、各種協議の記録や工事状況の写真等を市へ

定期的に提出し、承認を受けること。 

ウ 事業者は、解体撤去工事の完了時に完成図書を市に提出し、市の承認を受けるこ

と。 
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第７  建設業務に関する要求水準 

設計に基づき、次の事項に留意し施工を行うこと。なお、業務の実施に当たっては、

庁舎の業務継続に配慮した施工計画に基づき実施すること。 

１ 庄支所・庄分団消防機庫の建設工事 

対象工事は第３の１、３、５を参照すること。 

２ 施工管理 

ア 事業者は、工事の着手の前に、総合施工計画書、工事全体工程表等を作成し、

市に提出して承認を得ること。 

イ 事業者は、工程について、事業スケジュールに適合し、かつ無理のない堅実な

工事計画とし、要求される性能等が確実に確保されるよう管理すること。 

ウ 現場代理人は常駐で配置し、建設業法第 26 条第２項に基づく監理技術者は専

任で配置することとし、着工前にその者の氏名、経歴、有する資格等について

市へ届け出ること。 

エ 関係法令及び工事の安全等に関する指針等を遵守し、設計図書、工程表及び施

工計画書等に従って工事を実施すること。 

３ 安全対策 

ア 工事中における来庁者及び近隣に対して、万全の安全対策を行うこと。 

イ 工事現場内の事故等災害の発生に十分留意するとともに、周辺地域へ災害が及

ばないよう、万全の対策を講じること。 

ウ 工事車両の通行については、あらかじめ周辺道路の状況把握や、道路管理者等

と打合せを行い、運行速度、適切な交通誘導員の配置、案内看板の設置、道路

の清掃等に十分に配慮すること。 

エ 工事車両通行道路には、工事標識、交通誘導員等を配し、交通安全に十分注意す

ること。 

オ 近隣住人へも十分配慮し、極力支障のないような施工計画を作成し、実施する

こと。 
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４ 廃棄物対策 

発生する建設廃棄物を処理する場合、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

律及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守し適正に処理すること。 

５ 保険の付保等 

ア 事業者は、建設工事を適正に遂行するにあたり、建設工事保険、土木工事保険、

第三者賠償責任保険、火災保険、労災保険等の必要な保険に加入すること。詳

しくは事業契約書による。 

イ 事業者は、工事着手前に保険契約を締結したことを証明する書面（証紙等）の

写しを市へ提出すること。 

ウ 事業者は、アに係る費用等を負担すること。 

６ 建設段階における各種申請手続 

建設段階における関係官公署等への手続等は、遅滞なく行うこと。 

７ 化学物質室内濃度調査 

ア 事業者は、工事完了後に、室内空気中の化学物質の室内濃度測定を行い、室内

空気質の状況が、厚生労働省の示す濃度指針値以下であることを確認し、市へ

報告すること。 

イ 事業者は、アに係る費用等を負担すること。 

８ 事業者による完成検査等 

ア 事業者の責任及び費用において、庄支所・庄分団消防機庫の完成検査及び設備、

器具等の試運転検査等を実施すること。 

イ 事業者は、検査の実施にあたり、事前に市へ通知することとし、市は、事業者

が実施する完成検査等に立ち会うことができる。 

９ 業務の報告及び計画書等の提出 

ア 事業者は、建設工事着手前に、市が指示する書類を提出し、市が提示した事業
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スケジュール等に適合していること等の承認を受けること。市へ提出する書類

の詳細は、市と事業者の協議により決定する。 

イ 事業者は、建設工事の進み具合及び施工状況等について市へ報告し、市の求め

に応じて説明を行うこと。また、市は事前の通知なしに建設工事に立ち会うこ

とができる。 

ウ 事業者は、施工状況を市に毎月報告するほか、市から要請があれば施工の事前

説明及び事後報告を行うこと。 

エ 市は、事業者が行う工程会議に立ち会うことができるとともに、いつでも工事

現場の施工状況の確認を行うことができるものとし、事業者はこれに協力する

ものとすること。 

オ 事業者は、施工に関する検査又は試験の実施について、事前に市へ通知するこ

と。市は、これらに立ち会うことができる。 

カ 事業者は、建設工事の期間中、市の求めに応じ中間確認を受けること。 

キ 事業者は、完了に伴う検査等を行う場合は、事前に市へ通知すること。市は、

これらに立ち会うことができる。 

ク 事業者は、建設工事完了時に市へ報告を行い、完成状況の確認を受けること。

この際、事業者は、施工記録を用意すること。 



 

22 

第８  工事監理業務に関する要求水準 

１ 基本的事項 

ア 工事監理企業は、工事監理者を配置し、建築士法第２条第７項に規定される工

事監理業務を実施させること。 

イ 工事監理者は、「第１ ２（４）建設業務」に記載する業務が設計図書等に基づ

き適切に行われていることを確認すること。 

ウ 工事監理者は、上記イとともに、必要に応じて立会い、検査、工事材料の試験、

工場加工組立製作の試験又は検査等を行い、工程管理及び施設の品質管理を行

うこと。また、適切な指示を書面等により行うこと。 

エ 工事監理者は、業務内容その他必要な事項を記録すること。 

２ 業務の報告及び確認書類等の提出 

ア 市は、工事監理業務の実施前に、工事監理者の資格等について、適格かどうか

の確認を行う。 

イ 事業者は、工事監理の実施状況について、毎月報告を行うとともに、市の要求

に応じて、適切な方法により説明を行うこと。 

ウ 事業者は、工事監理業務の完了時に、適切な方法により業務の報告を市に行う

こと。 
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第９  その他事業実施に必要な業務の要求水準 

１ 電波障害調査 

事業者は、建設工事完了後、電波障害調査を適切に実施すること。 

２ 周辺家屋調査 

ア 事業者は、建設工事に伴って周辺家屋等に毀損等を及ぼすおそれがある場合は、

建設工事着手前の必要な時期に適切に周辺家屋調査を行うこと。 

イ 家屋調査にあたっては、補償コンサルタント登録規程（昭和 59年 9月 21日建

設省告示第 1341 号）に定める事業損失部門に登録を行っている者（これらの

者と同等の知識及び能力を有する者を含む）が行うこと。 

ウ 事業者は、自らの責任及び費用において、法令を遵守するとともに、設計図書

及び要求水準書等に従って庄支所庁舎等が整備されることにより周辺地域に

影響を及ぼすおそれがある場合には、建設工事の着工前、工事期間、工事完了

後の各段階において、必要に応じて、周辺地域に及ぼす影響についての調査、

分析及び検討を適切に実施すること。 

３ 完成確認及び引渡し 

市は、事業者による「第７ ８事業者による完成検査等」に規定する完成検査及び

設備等の試運転の終了後、庄支所庁舎等について、次の方法により完成確認を実施す

る。 

ア 市の利用に際し引き渡しを行う場合は、事業者立会いのもと、完成確認を実施

する。 

イ 完成確認は、市が承認した設計図書との照合により実施する。 

ウ 事業者は、設備、器具等の取扱いに関する市への説明を、管理マニュアル等を

用いて実施すること。なお、この説明は、アの完成確認とは別に行うこと。 

エ 事業者は、市の完成確認に際し、完成図書を提出すること。完成図書の内容は、

事前に市へ確認すること。 

オ 事業者は、市の完成確認を受けた後、庄支所庁舎等の引渡しを行うこと。引渡
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し方法の詳細は、市との協議により決定する。 

４ 近隣対策・対応 

ア 事業者は、解体撤去工事及び建設工事に先立ち、関係法令に基づき、周辺住民

に対し工期や工程等を十分に説明すること。 

イ 事業者は、解体撤去工事及び建設工事により発生する騒音、振動、排水、臭気、

塵埃等、近隣に対する悪影響等が生じないよう十分配慮すること。やむを得ず

補償等が生じた場合は、事業者が誠意をもって解決にあたり、事業の円滑な進

捗に努めること。 

ウ 事業者は、解体撤去工事及び建設工事に伴って周辺家屋等に毀損等を及ぼすお

それがある場合は、周辺家屋調査の結果に基づき、必要な時期に適切にその対

策を講じること。 

エ 事業者は、隣接する物件や道路等の公共施設等に損傷を与えないよう注意する

こと。万一、工事中に汚損、破損した場合、事業者の責任及び費用において補

修、補償等を行うこと。また、公共施設の場合は補修方法等について管理者の

事前承認を得ること。 

５ 公有財産台帳登録関係書類の作成支援 

事業者は、庄支所・庄分団消防機庫の引渡しを行うにあたり、事業費内訳等、公有

財産台帳への登録に必要となる関係書類の作成支援を行うこと。 

６ 国庫補助金申請関係書類等の作成支援 

事業者は、市が実施する国庫補助金、及び起債申請関係書類の作成に関し、補助対

象額及び補助額の算定根拠（施設毎の工事費等の積算内訳書等）についての各種資料

等（位置図、配置図、平面図、面積表等の指定色別塗り図書類等）の作成等、市の支

援を行うこと。 

７ 瑕疵担保検査 

ア 事業者は、庄支所庁舎等の引渡しの１年経過時点、２年経過時点の各年の経過
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時点において、市の立会いのもとで、庄支所庁舎等の瑕疵担保検査を実施する

こと。 

イ 検査の結果、施工上の瑕疵が確認された場合、事業者の責任および費用により

当該瑕疵を修補しなければならないものとする。 

 



別紙１ 庄支所計画要領 

１ 庄支所庁舎新設 

  庄支所の施設計画内容は、次のとおりである。なお、既存設備との取り合いが発生する箇所においては、

十分な現場調査を実施し、庁舎等の機能継続性に影響がないように計画・施工すること。 

 

 （１）建物全体の要求水準 

共通事項 

建物配置 ・別添資料５ 基本計画図に示す配置案を参考とすること。 

建築面積 ・延べ面積 390㎡以上の地上階数を１とし、別添資料６ 基本計画図に示す

庄支所平面案を参考とすること。 

耐震性能 ・「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（国土交通省大臣官房官庁営繕

部）」に基づき、次の基準以上とすること。 

 ☑ 構造体の耐震安全性：Ⅱ類相当（法令による必要耐力の 1.25倍（相

当）とすること） 

  ☑ 非構造部材の耐震安全性：Ｂ類 

  ☑ 設備の耐震安全性：乙類 

耐火性能 ・建築基準法第 2条第 9の 3号ロに基づく「同施行令第 109条の 3第 2号」

の基準に適合すること。 

環境性能 ・「Nearly ZEB」とすること（認証必要）。 

建築 

全体計画 ・設計 GLを現状より 30cm 以上とし、床仕上げの高さはこれから 30cm以上

とすること。なお、公用車駐車場・倉庫以外の床レベルは同一とし、床仕

上げの下はコンクリート土間とすること。 

・公用車駐車場・倉庫は、雨水侵入対策を施すこと 

・バリアフリーとすること（岡山県福祉のまちづくり条例施設整備マニュア

ル・バリアフリー法による建築物移動等円滑化誘導基準に基づくこと）。 

・駐車場から風除室に至る動線には、適切にスロープ及び屋根を設け、車い

す利用者の利用も想定した計画とすること。 

・風除室、大会議室、通路・待合及び便所のみで、閉庁時も開放・使用が可

能なよう、その他と任意に区画できる計画とすること。 

・明るく開放的な意匠とすること。 

・分かりやすいサインを表示すること。 

・外壁面で人目の付きやすい箇所へ、公告式条例に基づく公告・告示ができ

る掲示板を設けること。 

・館銘板を設けること。 

各室共通 ・特記無い限り、床仕上の下地は、コンクリート土間とすること。 

・適切な内装材を設けること。 

・可能な範囲で窓を設け、ブラインド、網戸を設けること。 

・出入口の建具は、特記無い限りハンガー戸とすること。 

・シャッターと記載している箇所への柱の設置は可能であるが、極力避ける

こと。 

・耐力壁部分と開口部の位置の変更は、極力避けること。 

・維持管理性を考慮し、必要な箇所に点検口を設置すること。 

電気設備 

引込設備 ・引込は、最寄りの電力柱から低圧での引き込みとする。 

・引込柱または外壁で受電し、引込開閉器盤を設けて各分電盤へ分岐するこ

と。 

・引込柱で受電する場合は、適切な箇所にハンドホール等を設置すること。 

・許容電流、電圧降下などを考慮し、配線の種類、サイズを適切に決定する

こと。 

電灯設備 ・将来対応用の増設スペース、予備回路を適切に見込んだ分電盤を設置する

こと。 



・各執務機能を考慮し十分な照度の確保に配慮すること。 

・照明器具はすべてＬＥＤとし、諸室の用途と適性を考慮して、それぞれ適

切な機器選定を行うとともに、維持管理の容易性にも配慮すること。 

コンセント設備 ・拡張性に配慮すること。 

・部屋の用途及び目的に応じた取付位置、形式、数量及び容量とすること。 

動力設備 ・動力制御盤は、将来対応用の増設スペース、予備回路を適切に見込むこ

と。 

電話 

 

・光回線配線及び電話機の設置は別途工事とし、引き込みの配管やルート

の確保は本工事で行うこと。 

・最寄りのＮＴＴ柱から、引込柱を経由または直接建物に引き込むことを

想定すること。引込柱経由とした場合、適切な位置にハンドホール等を設

置すること。 

・弱電用端子盤を設置すること（寸法は、Ｈ１２００Ｗ８００Ｄ２００以

上とすること）。 

・電話用引き込み点から弱電用端子盤まで、空配管（ＰＦ２２×３）を施

工すること。 

・弱電用端子盤から必要箇所へ、必要な配管を施工すること。 

通信 ・庁舎間イントラネット用配線の敷設は別途工事とし、引き込みの配管や

ルートの確保は本工事で行うこと。 

・最寄りの通信用電柱から、引込柱を経由または直接建物に引き込むこと

を想定すること。引込柱経由とした場合、適切な位置にハンドホール等を

設置すること。 

・通信用引き込み点から弱電用端子盤まで、空配管を施工すること。な

お、入線するケーブルは、外径 11mm、曲げ半径 250mm程度の光ファイバー

ケーブルを想定している。 

・弱電用端子盤から必要箇所へ、必要な配線配管を施工すること。 

テレビ共同受信

設備 

・地上デジタル放送の受信が可能なアンテナを設け、必要な場所で視聴でき

るよう、配管配線を含めて施工すること。 

機械設備 

給水 ・単独引き込み（工事負担金、水道利用加入金、手数料含む） 

・事業期間中の業務継続が可能となるように、必要に応じて仮設配管を施工

すること。 

・適切な管種管径とし、必要に応じて保温・塗装を行うこと。 

・バルブ、埋設標示杭等については、必要に応じて設置すること。 

・屋外露出の塩ビ配管はカラーとすること。 

・保守性、更新性に配慮すること。 

排水 ・自然流下による排水とし、公共下水（既存取付ます）に接続すること。 

・事業期間中の業務継続が可能となるように、必要に応じて仮設配管を施工

すること。 

・適切な管種管径とし、必要に応じて保温・塗装を行うこと。 

・掃除口、桝、埋設標示杭等については、必要に応じて設置すること。 

・屋外露出の塩ビ配管はカラーとすること。 

・保守性、更新性に配慮すること。 

衛生 ・機能性、節水性、清掃を含む保守性に配慮すること。 

・想定される建物利用者に応じて誰もが使いやすい器具を採用し、ユニバー

サルデザインに配慮すること。 

空調 ・「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に準じた空調・換気

（温度・湿度・CO2 濃度・粉塵等）を基本とする。 

・保守性、機能性、省エネ性、更新性を総合的に考慮し高効率の機器を採用

すること。 

・諸室の空間・用途・目的に応じた機器選定やゾーニングを行い、適切な室

内環境を確保すること。 



換気 ・用途に合わせた給排気計画を行うこと。 

・空気バランス、保守性、機能性、省エネ性、更新性、シックハウス対策に

配慮すること。 

消火 ・消火器ＡＢＣ型 

その他 ・各室の鍵は、特記がない限り原則シリンダー錠とし、設計に際しては発注

者とキープランを協議のこと。 

・本市が別途発注する機械警備業務委託の発注支援（必要図面提供等）を行

うこと。また、機械警備装置設置等にあたり、委託業務受注者との適宜調

整や、本業務で配管の設置等行うなど、意匠性、機能性に配慮すること。 

※ ブラインドは、室内の快適性・安全性等のため、遮熱・遮光ハニカムスクリーンとすることが

望ましい 

 

 （２）主要なエリア・諸室等の要求水準 

執務室 

用途 職員の執務 

 仕様 ・サーバーやＰＣの配置が想定される机部分等の床は、ＯＡフロ

アとすること 

・日射の遮蔽、まぶしさ等に配慮すること 

・カウンター前部には、管理用シャッターを設け、案内表示板及

びシャッターケース収納部を兼ねた下り壁を整備し、照明設備

を設けること（案内表示板：係名、申請・受付等の種類を明

示） 

・可能な限り、ピクチャーレール（ワイヤー等共）を設けるこ 

と。 

・来庁者の目に触れやすい壁面は、掲示板とすること。 

・電源コンセントはハーネス式とし、ＯＡタップを必要な箇所に

必要数設置すること。 

・弱電用端子盤からＯＡフロアまで空配管（ＰＦ２８×２本、Ｐ

Ｆ２２×４本程度以上）を設置すること。 

・将来、天井内に無線ＬＡＮアクセスポイントを設置することを

想定し、天井に空配管（ＰＦ２２）を設置し、弱電用端子盤か

らの配線ルートを確保すること。 

・外部に面した開口部のガラスは視線に配慮すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

事務机・椅子 キャビネット等 

情報ラック 

 通路・待合 

用途 廊下及び市民の待合 

 仕様 ・ローカウンターでの対応や待合による、椅子の使用を想定した

充分な幅員を確保すること。 

・執務室境の垂壁には係名、各種申請等の表示を行ったサインを

設けること。 

・ピクチャーレール（ワイヤー等共）を設けること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

ローカウンター ローカウンター用椅子 待合用椅子 

 小会議室 

用途 職員同士又は職員と来客者との会議 

 仕様 ・出入口建具は、待合に接した部分の建具の開口幅は可能な限り

大きなものとし、鍵を設けること。 

・２室に間仕切れる可動間仕切壁を設けること。 

・防災モニター取付のために壁を補強すること。 



・ＯＡフロアとすること。 

・電源コンセントはハーネス式とし、ＯＡタップを必要な箇所に

必要数設置すること。 

・情報コンセント（２口）を１か所以上設置し、弱電用端子盤ま

での空配管（ＰＦ２２）を設置すること。 

・将来、天井内に無線ＬＡＮアクセスポイントを設置することを

想定し、天井に空配管（ＰＦ２２）を設置し、弱電用端子盤か

らの配線ルートを確保すること。 

・壁、建具は防音に配慮すること。 

・テレビ用コンセントを１か所設置し、アンテナまでの配線配管

を施工すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

長机・椅子 

 金庫室・倉庫 

用途 金庫や種々の備品・消耗品置場 

 仕様 ・出入口建具には鍵を設けること。 

・電源コンセントを２か所以上設置すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

耐火金庫等 

 更衣室１・２ 

用途 男女別の更衣 

 仕様 ・２室に区切るロッカー上部部分に垂壁を設けること。 

・照明スイッチは人感センサーとすること。 

・電源コンセントを各１か所以上設置すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

ロッカー 

 休憩室 

用途 職員の時間外の食事や休憩の取得 

 仕様 ・流し台（L=1,200）、吊戸棚及び洗面台を設置すること。 

・通用口用開戸を設け、内外部側から施錠が可能なものとするこ

と。 

・小型電気温水器等を設置し、流し台及び洗面台で熱湯及び温水

が使用可能なものとすること。 

・機械警備用盤の設置を想定すること。 

・専用コンセントを必要数設置すること（電気温水器用、電子レ

ンジ用）。 

・上記以外に、電源コンセントを３か所以上設置すること（うち

１か所は洗面台用とする）。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 多目的便所 

用途 車いすやオストメイト利用者が利用できる便所 

 仕様 ・自動水栓を基本とし、その他必要な機能等を具備すること。 

・パブリック用、バリアフリー対応、壁掛型、暖房洗浄便座、セ

ンサースイッチ、擬音装置、背もたれ、L型手すり、はね上げ

手すり、洗面（自動水栓）を基本とし、その他必要な機能等を

具備すること。 



・オストメイトを設けること。 

・ベビーシート、ベビーチェアを設けること。 

・レバーハンドル錠とすること。 

・照明スイッチは人感センサーとすること。 

・便所内に呼び出しボタンを設置し、表示灯及びブザー等で異常

をトイレ外に知らせること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 女子便所 

用途 女子用便所 

 仕様 ・大便器２個、洗面器２個を設けること。 

・大便器は、パブリック用、壁掛型、暖房洗浄便座、センサース

イッチ、擬音装置を基本とし、その他必要な機能等を具備する

こと。 

・自動水栓を基本とし、その他必要な機能等を具備すること。 

・照明スイッチは人感センサーとすること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 男子便所 

用途 男子用便所 

 仕様 ・掃除用流しを設けること（１個設けることとし、多目的便所、

女子便所に配置することも可能）。 

・大便器１個、小便器２個、洗面器２個を設けること。 

・大便器は、パブリック用、壁掛型、暖房洗浄便座、センサース

イッチ、擬音装置を基本とし、その他必要な機能等を具備する

こと。 

・小便器は、自動洗浄小便器、壁掛型、低リップ式を基本とし、

その他必要な機能等を具備すること。 

・自動水栓を基本とし、その他必要な機能等を具備すること。 

・照明スイッチは人感センサーとすること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 大会議室 

用途 ・職員同士又は職員と来庁者との会議 

・期日前投票 

・地域住民の会議・集会 

 仕様 ・ピクチャーレール（ワイヤー等共）を設けること。 

・プロジェクター画像の投影を想定した壁仕上げとすること。 

・可動間仕切壁を設けること。 

・床仕上げはフローリングとすること。 

・電源コンセントを４か所（２系統）以上設置すること。 

・情報コンセント（２口）を２か所以上設置し、弱電用端子盤ま

での空配管（それぞれＰＦ２２×２）を設置すること。 

・電話コンセントを２か所以上設置し、弱電用端子盤までの空配

管（それぞれＰＦ２２×１）を設置すること。 

・将来、天井内に無線ＬＡＮアクセスポイントを設置することを

想定し、天井に空配管（ＰＦ２２）を設置し、弱電用端子盤か

らの配線ルートを確保すること。 

・テレビ用コンセントを２か所設置し、アンテナまでの配線配管



を施工すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

長机・パイプ椅子、プロジェクター 

 倉庫 

用途 会議室用の備品や消耗品の収納 

 仕様 ・室境にはロールスクリーンを設けること。 

・内部仕上げは会議室と同じものとすること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

スチール棚 

 公用車駐車場 

用途 公用車の駐車 

 仕様 ・出入口は、鍵付のシャッターを設けること。 

・車止めを設けること。 

・公用車駐車場前傍に、水洗柱を設けること。 

・電気自動車用の普通充電コンセント（単相２００Ｖ）を３か所

設置すること。なお、壁付け１か所、ポール型２か所を想定し

ている。 

・上記以外に、電源コンセント（単相１００Ｖ）を１か所以上設

置すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 防災倉庫 

用途 防災用資機材の倉庫 

 仕様 ・出し入れ口は、鍵付のシャッターを設けること。 

なお、南側約 90cmの部分に方立及び間仕切壁を設けること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

スチール棚 

 資材・防災倉庫 

用途 産業・建設用資機材の倉庫 

 仕様 ・出し入れ口は、鍵付のシャッターを設けること。 

・電源コンセントを２か所以上設置すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

スチール棚 

 

  



２ 庄支所庁舎解体撤去 

  現庄支所庁舎の解体撤去内容は、次のとおりである。 

 

解体撤去 

解体撤去範囲 ・庄支所庁舎上屋、コンクリート基礎、倉庫・駐輪場・舗装等の外構、各設

備、機器等を対象とする。 

留意点 ・解体撤去後の仕上がり地盤は、敷地全体の計画に合わせて設定するものと

する。 

・敷地の液状化対策として既存施設の一部を有用工作物として活用するこ

と。 

・不要となる地下埋設物の撤去を行うこと。 

・１階執務室、１階休憩室、２階大会議室の空調機（冷媒等含む）は、他施

設で再利用できるようにポンプダウン等実施の後、監督員の指示する市内

指定場所まで運搬のこと。 

 

 



別紙２ 庄分団消防機庫計画要領 

１ 庄分団消防機庫新設 

  庄分団消防機庫の施設計画内容は、次のとおりである。なお、既存設備との取り合いが発生する箇所に

おいては、十分な現場調査を実施し、庁舎等の機能継続性に影響がないように計画・施工すること。なお、

消防機庫は、市内で画一的に整備しているものであることから、要求水準を大きく超えた計画としないこ

と。 

 

 （１）建物全体の要求水準 

共通事項 

建物配置 ・別添資料５ 基本計画図に示す配置案を参考とすること。 

建築面積 ・建築面積 44.20㎡ 延べ面積 70.03㎡程度の地上階数を２とし、 

別添資料７ 基本計画図に示す庄分団消防機庫平面案を参考とすること。 

耐震性能 ・「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（国土交通省大臣官房官庁営繕

部）」に基づき、次の基準以上とすること。 

 ☑ 構造体の耐震安全性：Ⅱ類相当（法令による必要耐力の 1.25倍（相

当）とすること） 

  ☑ 非構造部材の耐震安全性：Ｂ類 

  ☑ 設備の耐震安全性：乙類 

耐火性能 ・建築基準法第 2条第 9の 3号ロに基づく「同施行令第 109条の 3第 2号」

の基準に適合すること。 

建築 

全体計画 ・公用車駐車場・倉庫以外の床レベルは同一とし、床仕上下はコンクリート

土間とし、高さは、想定浸水深さＬ１以上とすること。 

・公用車駐車場・倉庫は、雨水侵入を考慮すること。 

・明るく開放的な意匠とすること。 

・分かりやすいサインを表示すること。 

各室共通 ・機庫を除く屋内部分は、仕上材を設けること 

・窓には網戸、窓上部に出幅が 150mm程度の庇を設けること・適切な内装材

を設けること。 

・可能な範囲で窓を設け、網戸を設けること。 

・耐力壁部分と開口部の位置の変更は、極力避けること。 

・維持管理性を考慮し、必要な箇所に点検口を設置すること。 

電気設備 

引込設備 ・引込は、最寄りの電力柱から低圧での引き込みとする。 

・引込柱または外壁で受電し、引込開閉器盤を設けて分電盤へ配線するこ

と。 

・許容電流、電圧降下などを考慮し、配線の種類、サイズを適切に決定する

こと。 

電話 ・光回線配線及び電話機の設置は将来工事とし、引き込みの配管やルートの

確保は本工事で行うこと。 

・最寄りのＮＴＴ柱から、引込柱を経由または直接建物に引き込むことを想

定すること。 

・将来、必要な部屋で電話を利用できるよう、電話引き込み点から必要箇所

まで配管を施工すること。 

電灯設備 ・予備回路を適切に見込んだ、分電盤を設置すること。 

・各執務機能を考慮し十分な照度の確保に配慮すること。 

・照明器具はすべてＬＥＤとし、諸室の用途と適性を考慮して、それぞれ適

切な機器選定を行うとともに、維持管理の容易性にも配慮すること。 

・階段や自動車出入口など、建物外壁の必要箇所に照明を設置すること。 

コンセント設備 ・部屋の用途及び目的に応じた取付位置、形式、数量及び容量とすること。 

テレビ共同受信

設備 

・アンテナの設置やテレビ用配線の敷設は将来工事とし、配管やルートの確

保は本工事で行うこと。 



緊急放送設備 ・控室内に、緊急放送用のＰＡアンプ、ハンディマイク、無停電電源装置、 

モーターサイレン制御盤を設置し、サイレン等の緊急放送を可能とするこ

と。 

・緊急放送に必要な配線、配管を施工すること。 

機械設備 

給水 ・単独引き込み（工事負担金、水道利用加入金、手数料含む） 

・事業期間中の業務継続が可能となるように、必要に応じて仮設配管を施工

すること。 

・適切な管種管径とし、必要に応じて保温・塗装を行うこと。 

・バルブ、埋設標示杭等については、必要に応じて設置すること。 

・屋外露出の塩ビ配管はカラーとすること。 

・保守性、更新性に配慮すること。 

排水 ・自然流下による排水とし、公共下水に接続すること。なお、公共下水本管

からの引き込み、取付ます設置についても本事業に含む。（負担金等含

む） 

・事業期間中の業務継続が可能となるように、必要に応じて仮設配管を施工

すること。 

・適切な管種管径とし、必要に応じて保温・塗装を行うこと。 

・掃除口、桝、埋設標示杭等については、必要に応じて設置すること。 

・屋外露出の塩ビ配管はカラーとすること。 

・保守性、更新性に配慮すること。 

衛生 ・機能性、節水性、清掃を含む保守性に配慮すること。 

空調 ・将来エアコンを設置できるように配慮すること。 

換気 ・用途に合わせた給排気計画を行うこと。 

・空気バランス、保守性、機能性、省エネ性、更新性、シックハウス対策、

火気使用対策に配慮すること。 

ガス ・ガス（LPG）給湯器 10号を基本とし、その他必要な機能等を具備するこ

と。 

・屋外 LPGボンベ置場を設けるとともに、直近にガス供給業者がガスメータ

ーを設置できるようガスメーター接続部以降の配管を施工すること。 

 

（２）主要なエリア・諸室等の要求水準 

消防機庫 

用途 消防団用消防車の車庫 

仕様 ・Ｗ=1,880mm×Ｌ=5,380mm×Ｈ=2,320mmの車両が出入り、駐車 

し、団員が乗降できるような平面計画・断面計画とすること。 

・機庫前のスロープは、車輪位置を確認・考慮し、車両下部へ  

の接触が無いようにすること。 

・車両出入口用のシャッターは、幅 3,000mm、高さ 2,850mm程度

とし、材質はスラット及びケースは錆びにくい材質・仕上と

し、ガイドレール、座板は錆びない材質とすること。 

 シャッターには角型ケース、施錠装置(ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙ錠)、フック棒

を設けること。 

・座板床面位置と屋内側には、雨水侵入防止のために 30mm程度

の段差を設け、錆びない材質の見切を設けること。 

・出入口には出幅 1,000mm程度の庇を設けること。 

・出入用の建具は、錆びにくい仕上げとした鋼製片開き戸とし、

縦スリットガラスを設け、必要な鍵等の金物を設けること。 

・現消防機庫に収納されているものが整理できる棚等を設けるこ

と。 

・防火衣を掛けられる金物等を設けること。 

・シャッター部出入口に庇及びその下に、赤色灯を設けること 



又は、これに代わる赤色灯一体式の庇を設けること。 

・便所境壁面に洗面台を設け、横の外壁面に窓を設けること。 

・ガラスは視線等に配慮したものとすること。 

・電源コンセントを５か所以上設置すること。 

・電話線チップ（配線は将来工事）を１か所設置し、電話用引き

込み口からの空配管（ＰＦ２２）を施工すること。 

什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 便所 

用途 団員用便所 

 仕様 ・出入用の建具は、錆びにくい仕上げとした軽量鋼製ハンガー

戸とし、小窓を設け、必要な鍵等の金物を設けること。 

・洋便器及び小便器を設けること。 

・手摺やペーパーホルダー等、必要な設備を設けること。 

・外壁面に窓を設けること。 

・ガラスは視線等に配慮したものとすること。 

・大便器は、普通便座を基本とし、その他必要な機能等を具備

すること。 

・小便器は、FV 式、低リップ式を基本とし、その他必要な機能

等を具備すること。 

・マルチシンクは、化粧鏡、横水栓（レバー式）を基本とし、

その他必要な機能等を具備すること。 

・電源コンセントを１か所以上設置すること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 控室 

用途 団員用の会議室・食事室・談話室 

 仕様 ・畳敷１４帖とフローリング等の板敷とすること。 

・床下地は、快適性・断熱性に配慮すること。 

・１階部分へ室外機の設置、壁面へ室内機の設置を想定し、必

要な設備等を設けること。 

・将来エアコンを設置できるようにスリーブを設けること。 

・壁コンセントヒューズコック（φ9.5、LPG用）を設置するこ

とで、想定される器具を利用できるよう配慮するとともに、

その他必要な機能等を具備すること。 

・エアコン用専用電源コンセントを設置すること。 

・電源コンセントは、エアコン用専用コンセントとは別に、５

か所以上設置すること。 

・電話線チップ（配線は将来工事）を１か所設置し、電話用引

き込み口からの空配管（ＰＦ２２）を設置すること。 

・テレビコンセント（配線は将来工事）を１か所設置するこ

と。テレビ用引き込み口からの空配管（ＰＦ２２）を設置す

ること。 

・モーターサイレン制御盤を設置し、ホース乾燥塔に設置する

モーターサイレンが設定したパターンで吹鳴するようにする

こと。 

・ＰＡアンプ、ハンディマイク、無停電電源装置を設置し、ホ

ース乾燥塔に設置するスピーカーで、放送できるようにする

こと。 

 什器備品等 本事業内  



本事業外 

(別途発注) 

 

 踏込 

用途 下足を脱ぎ下駄箱へ収納 

 仕様 ・出入用の建具は、錆びにくい仕上げとした鋼製片開き戸と

し、縦スリットの小窓を設け、必要な鍵等の金物を設けるこ

と。 

・掃除がし易い床仕上げとすること。 

・５０足（内２５足は長靴用）の土足が収納できる下駄箱を設

けること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

押入 

用途 座布団等の備品や消耗品用の物置 

 仕様 ・中棚及び袋棚を設けること。 

 什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

 

 流し台 

用途 食器等の清掃や給湯 

 仕様 ・流し台（L=1200）およびコンロ台（L=600）を設け、その他、

冷蔵庫等を置くことが出来る仕上げ及び下地部分を設けるこ

と。 

・コンロ台前には、換気フード（換気扇共）必要な設備を設け

ること。 

・流し台の上部には吊戸棚（L=1200）を設けること。 

・冷凍冷蔵庫設置箇所には、アース付コンセントを設けるこ

と。 

・給湯コーナーには、横水栓（レバー式）、シングル混合水栓

を基本とし、その他必要な機能等を具備すること。 

・ガス給湯器用台所リモコン、LB二口ヒューズコック（φ

9.5）を設置することで、想定される器具を利用できるよう配

慮するとともに、その他必要な機能等を具備すること。 

・電源コンセントは、ガス給湯器リモコン用コンセントとは別

に、２か所以上設置すること。 

什器備品等 

本事業内  

本事業外 

(別途発注) 

冷凍冷蔵庫 食器棚 

 

２ 庄分団消防機庫解体撤去 

  現庄分団消防機庫の解体撤去内容は、次のとおりである。 

 

解体撤去 

解体撤去範囲 ・庄分団消防機庫上屋、土蔵倉庫、コンクリート基礎等を対象とする。 

留意点 ・解体撤去後の仕上がり地盤は、敷地全体の計画に合わせて設定するものと

する。 

・不要となる地下埋設物の撤去を行うこと。 

 



別紙３ 外構計画要領 

１ 外構整備 

  外構の整備内容は、次のとおりである。なお、既存施設との取り合いが発生する箇所においては、十分

な現場調査を実施し、庁舎等の維持管理及び交通に影響がないように計画・施工すること。 

 

事業用地① 

囲障等 ・敷地境界線に沿って、囲障、雨水排水設備、門扉等を設けること。 

・門扉には鍵を設けること。 

・施設管理者及び使用者が意図しない駐車ができないよう、道路境界線 

に沿って、ステンレス製チェーン付バリカー（沈式）を設けること。 

・部外者が進入できないよう、隣地境界線に沿って、高さ 1,200mmのフェン

スを設けること。なお、フェンス基礎は、鋼管製とすること。 

自動車駐車場 ・自動車駐車台数は、２３台以上を確保すること。 

・１台分は建築物として、車いす等利用者用とし、支所棟との間にも屋根を

設けること。屋根部分は、支所の軒・庇等を活用することを妨げない。 

・車止めを設けること。 

自転車置場 ・自転車駐輪台数は建築物として、１０台以上を確保すること。屋根部分

は、支所の軒・庇等を活用することを妨げない。 

舗装 ・植栽等緑地等必要な部分を除いて、自動車の駐車及び走行が可能な舗装を

行うこと。 

・庄支所については、駐車、駐輪、誘導等に必要な区画線を施工すること。 

・自動車用の区画線はダブルラインとすること。 

ホース乾燥塔 ・配置は、敷地北西隅部とすること。 

・地震力及び風圧力に対して十分な材質、工法及び基礎とすること。 

・各部材は、錆びにくいものとし、地盤面・基礎天端周辺部分の塔は防食処

理を行うこと。 

・ホースを乾燥出来る必要十分な高さの鉄製支柱とすること。 

・12本のホースを吊り下げ、キャッチできることができるものとするこ

と。 

・特殊サイレンを設置できるものとすること。 

上記性能を満たすものとして次に参考品を示す。 

㈱日本ネットワークサポート特殊 NAホスポール 17.4m-580kgf及び社外付

属品 

〔消火用ホース片側 6本 2 方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕 

 別添資料８ 基本計画図に示すホース乾燥塔参考図を参考とすること。 

国旗掲揚塔 ・１本で国旗及び市旗を同時に掲揚できること。 

植栽 ・必要な植栽を適切に行うこと。 

喫煙場所 ・敷地内に特定屋外喫煙場所を設定すること。 

設備 

照明設備 ・防犯、安全等を考慮した屋外照明設備を設置すること。なお、点滅方式は

外光や人感による自動点滅及び時間点滅が可能な方式とすること。また、

設定は容易に変更できるようにすること。 

緊急放送設備 

(ホース乾燥塔) 

・モーターサイレン、スピーカーを設置し、サイレン等の緊急放送を可能と

し、別添資料９ 基本計画図に示す緊急放送設備仕様（機器）参考図及び

別添資料１０ 基本計画図に示す緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考

図を参考とすること。 

・サイレン、スピーカーへの配線、配管を施工すること。 

給水設備 ・ステンレス水栓柱、横水栓（キー式）を必要箇所に設置すること。 

・水栓柱パンを設けること。 

 

  



 

事業用地② 

囲障等 ・南側市道を約８～９ｍに拡幅し、敷地境界線に沿って、囲障、雨水排水設

備、開閉管理用のチェーンを設けること。 

自動車駐車場 ・自動車駐車台数は、１３台以上を確保すること。 

・車止めを設けること。 

舗装 ・自動車の駐車及び走行が可能な舗装を行うこと。 

・駐車に必要な区画線を施工すること。 

 



事業用地① 1,716㎡

事業用地② 586.42㎡
来庁者用
仮設駐車場

26135
Text Box
別添資料１　敷地位置図
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別添資料２　道路台帳
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別添資料３　配水管図
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別添資料４　下水道管路図



図面名 図番縮 尺

件　名

倉敷市庄支所整備業務委託 倉敷市総務局総務部総務課

1/500

Ｎ

A-001現況・計画配置図
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特記事項

・本計画は、概略プランであり、詳細は各社の提案による。

・配置寸法は、各社の施工性による。

・支所棟と倉庫棟の間は、EXP.Jとして差し支えないが、極力小さな寸法とすること。

　（建築基準法第７条の６に基づく認定）

・支所棟と倉庫棟は同一棟とし、新築として申請のこと。

・支所棟（1期工事）と倉庫棟（2期工事）の間に既存庁舎等を解体撤去すること。

量水器

As 2.13

As

敷地境界線

敷
地
境

界
線

・支所敷地と消防機庫敷地の敷地境界線は、おおよその位置で記入している。

26135
Text Box
別添資料５　基本計画図（配置案）



図面名 図番縮 尺

件　名

倉敷市庄支所整備業務委託 倉敷市総務局総務部総務課

凡例

：出入口の位置を示す。

特記事項

1/150

・本計画は、概略プランであり、詳細は各社の提案による。

・支所棟（1期工事）と倉庫棟（2期工事）の間に既存庁舎等を解体撤去すること。

・支所棟と倉庫棟は同一棟とし、新築として申請のこと。

　（建築基準法第７条の６に基づく認定）

・支所棟と倉庫棟の間は、EXP.Jとして差し支えないが、極力小さな寸法とすること。

・柱間寸法は、各社のモジュールの近似値による。

A-002

庁舎平面基本計画図　　　Ｓ＝１／１５０

庁舎平面基本計画図

2,275

WC2

1
,8

57
.5

2
,
80

5

1,
85

7.
5

5,
49

7.
5

6,
50

7.
5

9
,1

87
.5

2
,8

17
.5

12
,0

05

Ｎ

1,
85

7.
5

1,
82
0

自動ﾄﾞｱ

柱 柱柱 柱

可動壁

14,597.5

19,185

1Y9

1Y8

1Y7

1Y6

1Y5

1Y4

1Y3

1Y2

1Y1

1Y0

1X0 1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6 1X7 1X8 1X10 1X11

2Y1

2Y0

1X9

ｽﾛｰﾌﾟ 1/12

12
,0

05支所棟
（1期工事）

2,
73

0
4
,6

87
.5

4,
5
87

.5

20
0

2
001,

85
7.

5
1,

82
0

更衣室1

更衣室2

休憩室

執務室

風除室

ｶｳﾝﾀｰ小会議室

金庫室
倉庫

WC
多目的

WC1

910

9
60

94
7.

5

2,312.5

1,8201,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,857.51,857.5

1
,8

57
.5

1
,8

20
1,

82
0

1
,8

20
1,

87
0

上部垂壁

9
00

自動ﾄﾞｱ

通路・待合

管理用電動SS（上部垂壁・サイン）

EXP･Ｊ

9,175

900

1
,8

20

2Y2大会議室

可
動

壁

7
,3

55

2Y3

1,
82

0

7
,3

55

ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ

公用車
駐車場

(軽3台分)

1,857.5 1,820 1,8201,857.5

6,4452,730200

EXP･Ｊ

（2期工事）

軽量
電動
SS

軽量
電動
SS

SS

SS

軽量
手動

軽量
手動

ｽﾛｰﾌﾟ

2X0 2X2 2X3 2X4 2X5

倉庫棟

2X1 2X6

1
,3

65
1
,8

20
1
,8

20
1,

8
20

1
,8

57
.5

4
,5

87
.5

6
,8

25

12
,3

6
0

資材･防災倉庫

防災
倉庫

9
47

.5

91
0

91
0

91
0

947.5872.5

倉庫倉庫

19
,7

1
5

2Y5

2Y6

2Y7

2Y8

2Y9

2Y10

2Y11

2Y12

2Y13

2Y4

1
,8

20

2,
27

5
4
,5

50
9
10

1,
8
20

1
,8

57
.5

12
,3

6
0

9
47

.5
1
,8

20

26133
Text Box
別添資料６　基本計画図（庄支所平面案）



Ｎ

図面名 図番縮 尺

件　名
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踏込

消防機庫

倉敷市庄支所整備業務委託 倉敷市総務局総務部総務課

消防機庫平面基本計画図 A-0031/50

消防機庫１階平面基本計画図　Ｓ＝１／５０ 消防機庫２階平面基本計画図　Ｓ＝１／５０
凡例

：出入口の位置を示す。

特記事項

・本計画は、概略プランであり、詳細は各社の提案による。

・柱間寸法は、各社のモジュールの近似値による。

控室

押入

手洗

便所

26133
Text Box
別添資料７　基本計画図（庄分団消防機庫平面案）



表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）表示：地際表示（1/4円周に黄色表示）

表示：接合表示表示：接合表示表示：接合表示表示：接合表示表示：接合表示表示：接合表示表示：接合表示

　　：ケーブルガイド用リード線を施す。　　：ケーブルガイド用リード線を施す。　　：ケーブルガイド用リード線を施す。　　：ケーブルガイド用リード線を施す。　　：ケーブルガイド用リード線を施す。　　：ケーブルガイド用リード線を施す。　　：ケーブルガイド用リード線を施す。

　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布　　　カップリングねじ部はジンクリッチペイント塗布

　　　　　（金物類は450g/m　以上）　　　　　（金物類は450g/m　以上）　　　　　（金物類は450g/m　以上）　　　　　（金物類は450g/m　以上）　　　　　（金物類は450g/m　以上）　　　　　（金物類は450g/m　以上）　　　　　（金物類は450g/m　以上）

　　　　　（ボルト類350g/m　以上）　　　　　（ボルト類350g/m　以上）　　　　　（ボルト類350g/m　以上）　　　　　（ボルト類350g/m　以上）　　　　　（ボルト類350g/m　以上）　　　　　（ボルト類350g/m　以上）　　　　　（ボルト類350g/m　以上）

仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上仕上：溶融亜鉛めっき550g/m　以上

防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）防食：防食塗料塗布（環境配慮型塗料　ノンタール系）
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付属4付属4付属4付属4付属4付属4付属4
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3333333

□800×800□800×800□800×800□800×800□800×800□800×800□800×800
コンクリート根巻きコンクリート根巻きコンクリート根巻きコンクリート根巻きコンクリート根巻きコンクリート根巻きコンクリート根巻き

防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）

6666666

4444444

5555555

地際表示地際表示地際表示地際表示地際表示地際表示地際表示

長穴60×150長穴60×150長穴60×150長穴60×150長穴60×150長穴60×150長穴60×150
表裏2箇所表裏2箇所表裏2箇所表裏2箇所表裏2箇所表裏2箇所表裏2箇所
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ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50ﾎｰｽ乾燥塔詳細図　S=1/50

基礎部詳細図　S=1/50基礎部詳細図　S=1/50基礎部詳細図　S=1/50基礎部詳細図　S=1/50基礎部詳細図　S=1/50基礎部詳細図　S=1/50基礎部詳細図　S=1/50

・㈱日本ネットワークサポート・㈱日本ネットワークサポート・㈱日本ネットワークサポート・㈱日本ネットワークサポート・㈱日本ネットワークサポート・㈱日本ネットワークサポート・㈱日本ネットワークサポート

　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品　特殊NAホスポール17.4m-580kgf 同等品

　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕　〔消火用ホース片側6本2方向バンドレス型防災機器積載タイプ〕
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ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げ

再生砕石再生砕石再生砕石再生砕石再生砕石再生砕石再生砕石

防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）防食（外面）

残土充填後突き固め残土充填後突き固め残土充填後突き固め残土充填後突き固め残土充填後突き固め残土充填後突き固め残土充填後突き固め

基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎:無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm　　 ｺﾝｸﾘｰﾄ:Fc=21N/mm  S=15cm
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9999999
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11111111111111

品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名 個数個数個数個数個数個数個数品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名品　　    　名

C193×3.2-5500C193×3.2-5500C193×3.2-5500C193×3.2-5500C193×3.2-5500C193×3.2-5500C193×3.2-5500

C216.3×6.0-6400C216.3×6.0-6400C216.3×6.0-6400C216.3×6.0-6400C216.3×6.0-6400C216.3×6.0-6400C216.3×6.0-6400

足場座（C5型）足場座（C5型）足場座（C5型）足場座（C5型）足場座（C5型）足場座（C5型）足場座（C5型）

連通管（φ21.7×1.9-193用）連通管（φ21.7×1.9-193用）連通管（φ21.7×1.9-193用）連通管（φ21.7×1.9-193用）連通管（φ21.7×1.9-193用）連通管（φ21.7×1.9-193用）連通管（φ21.7×1.9-193用）
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2222222

1111111

1111111

1111111

2222222

35353535353535

35353535353535

1111111

1111111

1111111

個数個数個数個数個数個数個数 材  質材  質材  質材  質材  質材  質材  質

STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490

STK540STK540STK540STK540STK540STK540STK540

STK540STK540STK540STK540STK540STK540STK540

SAPH370SAPH370SAPH370SAPH370SAPH370SAPH370SAPH370

強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400

SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400

SS材SS材SS材SS材SS材SS材SS材

EPDMEPDMEPDMEPDMEPDMEPDMEPDM

SPHTSPHTSPHTSPHTSPHTSPHTSPHT

SS材SS材SS材SS材SS材SS材SS材

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考 品番品番品番品番品番品番品番

足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）足場ﾎﾞﾙﾄ（W5/8）

点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）点検口ｶﾊﾞｰ　（t3.2）

材  質材  質材  質材  質材  質材  質材  質 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

品番1に溶接品番1に溶接品番1に溶接品番1に溶接品番1に溶接品番1に溶接品番1に溶接 付属1付属1付属1付属1付属1付属1付属1

付属2付属2付属2付属2付属2付属2付属2

付属3付属3付属3付属3付属3付属3付属3

付属4付属4付属4付属4付属4付属4付属4

付属5付属5付属5付属5付属5付属5付属5

1式1式1式1式1式1式1式

1式1式1式1式1式1式1式

2式2式2式2式2式2式2式

1式1式1式1式1式1式1式

1式1式1式1式1式1式1式

ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用ｳｲﾝﾁ式吊下装置両側12本ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ型C193用

GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）GSｳｲﾝﾁ（GM-3GS-SI）

特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）特殊ｻｲﾚﾝ架台（阪国電機AQN型：P-103用）
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銘板取付鋲銘板取付鋲銘板取付鋲銘板取付鋲銘板取付鋲銘板取付鋲銘板取付鋲

保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ保管注意事項ﾗﾍﾞﾙ

警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）警告ﾗﾍﾞﾙ（安全に関するご注意）

銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）銘板（NAﾎｽﾎﾟｰﾙ）

六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12六角ﾎﾞﾙﾄ M6×12×12 しんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅう

ｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐ

しんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅうしんちゅう

白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR白ｺｰﾄﾃﾄﾛﾝR

上質紙上質紙上質紙上質紙上質紙上質紙上質紙

品番3に取付品番3に取付品番3に取付品番3に取付品番3に取付品番3に取付品番3に取付

12121212121212 2222222六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW六角ﾎﾞﾙﾄM8×20×20 付W､SW 強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6強度区分4.6

C216.3×8.0-6400C216.3×8.0-6400C216.3×8.0-6400C216.3×8.0-6400C216.3×8.0-6400C216.3×8.0-6400C216.3×8.0-6400

点検口補強金物（t6,t4.5）点検口補強金物（t6,t4.5）点検口補強金物（t6,t4.5）点検口補強金物（t6,t4.5）点検口補強金物（t6,t4.5）点検口補強金物（t6,t4.5）点検口補強金物（t6,t4.5）

防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付防水ﾊﾟｯｷﾝ　（t2）接着ｼｰﾙ付

厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）厚鋼用ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ（呼びG28）

底板（C216.3用）底板（C216.3用）底板（C216.3用）底板（C216.3用）底板（C216.3用）底板（C216.3用）底板（C216.3用）

ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用ｳｲﾝﾁ架台（両側用）φ216.3用

NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）NAﾎｰｽｷｬｯﾁ外径C1000（φ216.3用）

注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。注記：防災機器類の電気配管工事は、付属1,2,3,4,5,6を本体に取付後実施のこと。

　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。　　　防災機器取付範囲にφ8程度の穴を1カ所貫通させること。

件　名件　名件　名件　名件　名件　名件　名

図番図番図番図番図番図番図番図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名 縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託

1/501/501/501/501/501/501/50

A-3　71％縮尺　A-3　71％縮尺　A-3　71％縮尺　A-3　71％縮尺　A-3　71％縮尺　A-3　71％縮尺　A-3　71％縮尺　

A-004A-004A-004A-004A-004A-004A-004ホース乾燥塔参考図ホース乾燥塔参考図ホース乾燥塔参考図ホース乾燥塔参考図ホース乾燥塔参考図ホース乾燥塔参考図ホース乾燥塔参考図

26133
Text Box
別添資料８　基本計画図（ホース乾燥塔参考図）



件　名件　名件　名件　名件　名件　名件　名

図番図番図番図番図番図番図番図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名 縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託

１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ１８０Ｈｚ～６ｋＨｚ

１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）１１０ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）

AC100V 50/60HzAC100V 50/60HzAC100V 50/60HzAC100V 50/60HzAC100V 50/60HzAC100V 50/60HzAC100V 50/60Hz

100W程度100W程度100W程度100W程度100W程度100W程度100W程度
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365365365365365365365

600Ω 不平衡600Ω 不平衡600Ω 不平衡600Ω 不平衡600Ω 不平衡600Ω 不平衡600Ω 不平衡

単一指向性単一指向性単一指向性単一指向性単一指向性単一指向性単一指向性

100Hz～7kHz100Hz～7kHz100Hz～7kHz100Hz～7kHz100Hz～7kHz100Hz～7kHz100Hz～7kHz

周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性

仕上仕上仕上仕上仕上仕上仕上

その他その他その他その他その他その他その他

SSSSSSS

AMPAMPAMPAMPAMPAMPAMP

電源電源電源電源電源電源電源

消費電力消費電力消費電力消費電力消費電力消費電力消費電力

定格出力定格出力定格出力定格出力定格出力定格出力定格出力

入力入力入力入力入力入力入力

120W120W120W120W120W120W120W

指向性指向性指向性指向性指向性指向性指向性

周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性周波数特性

その他その他その他その他その他その他その他

[特記事項][特記事項][特記事項][特記事項][特記事項][特記事項][特記事項] 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

MSMSMSMSMSMSMS

電源電源電源電源電源電源電源 AC100V 60HzAC100V 60HzAC100V 60HzAC100V 60HzAC100V 60HzAC100V 60HzAC100V 60Hz

防滴構造防滴構造防滴構造防滴構造防滴構造防滴構造防滴構造

定格電流定格電流定格電流定格電流定格電流定格電流定格電流

構造構造構造構造構造構造構造

起動電流起動電流起動電流起動電流起動電流起動電流起動電流

7.0A±15%7.0A±15%7.0A±15%7.0A±15%7.0A±15%7.0A±15%7.0A±15%

24A 以下24A 以下24A 以下24A 以下24A 以下24A 以下24A 以下

質量質量質量質量質量質量質量 18kg以下18kg以下18kg以下18kg以下18kg以下18kg以下18kg以下

備考備考備考備考備考備考備考

消費電力/ﾓｰﾀｰ容量消費電力/ﾓｰﾀｰ容量消費電力/ﾓｰﾀｰ容量消費電力/ﾓｰﾀｰ容量消費電力/ﾓｰﾀｰ容量消費電力/ﾓｰﾀｰ容量消費電力/ﾓｰﾀｰ容量 650W／400W650W／400W650W／400W650W／400W650W／400W650W／400W650W／400W

226± 1
226± 1
226± 1
226± 1

226± 1
226± 1
226± 1

４－φ１１４－φ１１４－φ１１４－φ１１４－φ１１４－φ１１４－φ１１
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4
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無停電電源装置無停電電源装置無停電電源装置無停電電源装置無停電電源装置無停電電源装置無停電電源装置

AMPAMPAMPAMPAMPAMPAMP

壁掛形 120W壁掛形 120W壁掛形 120W壁掛形 120W壁掛形 120W壁掛形 120W壁掛形 120W

[無停電電源装置の仕様][無停電電源装置の仕様][無停電電源装置の仕様][無停電電源装置の仕様][無停電電源装置の仕様][無停電電源装置の仕様][無停電電源装置の仕様]

入力周波数：50/60Hz±4Hz入力周波数：50/60Hz±4Hz入力周波数：50/60Hz±4Hz入力周波数：50/60Hz±4Hz入力周波数：50/60Hz±4Hz入力周波数：50/60Hz±4Hz入力周波数：50/60Hz±4Hz

出力容量　：750VA/450W出力容量　：750VA/450W出力容量　：750VA/450W出力容量　：750VA/450W出力容量　：750VA/450W出力容量　：750VA/450W出力容量　：750VA/450W

定格電流　：7.5～6.25A定格電流　：7.5～6.25A定格電流　：7.5～6.25A定格電流　：7.5～6.25A定格電流　：7.5～6.25A定格電流　：7.5～6.25A定格電流　：7.5～6.25A

AC105V 60Hz (電灯盤)AC105V 60Hz (電灯盤)AC105V 60Hz (電灯盤)AC105V 60Hz (電灯盤)AC105V 60Hz (電灯盤)AC105V 60Hz (電灯盤)AC105V 60Hz (電灯盤)

入力電圧　：AC105V入力電圧　：AC105V入力電圧　：AC105V入力電圧　：AC105V入力電圧　：AC105V入力電圧　：AC105V入力電圧　：AC105V

2P15Ax1 接地極付 抜止め2P15Ax1 接地極付 抜止め2P15Ax1 接地極付 抜止め2P15Ax1 接地極付 抜止め2P15Ax1 接地極付 抜止め2P15Ax1 接地極付 抜止め2P15Ax1 接地極付 抜止め

Ｎ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　Ｐ

Ｎ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　ＰＮ　Ｐ

無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤

３０Ｗ３０Ｗ３０Ｗ３０Ｗ３０Ｗ３０Ｗ３０Ｗ

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ

定格入力定格入力定格入力定格入力定格入力定格入力定格入力

出力音圧ﾚﾍﾞﾙ出力音圧ﾚﾍﾞﾙ出力音圧ﾚﾍﾞﾙ出力音圧ﾚﾍﾞﾙ出力音圧ﾚﾍﾞﾙ出力音圧ﾚﾍﾞﾙ出力音圧ﾚﾍﾞﾙ

※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする※ﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ仕様とする

ｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰｱﾙﾐ ｱｲﾎﾞﾘｰ

※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること

３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付３０Ｗﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ付

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ取付金具 (1台分)

※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること

出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ出力負荷ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ

４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡４Ω（４～１６Ωｽﾋﾟ-ｶ使用可能）不平衡

８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）８３Ω／４２Ω 平衡（ﾊｲｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽﾗｲﾝ）

ﾏｲｸ２、他５ﾏｲｸ２、他５ﾏｲｸ２、他５ﾏｲｸ２、他５ﾏｲｸ２、他５ﾏｲｸ２、他５ﾏｲｸ２、他５

５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）５回線ｽｲｯﾁﾎﾞ-ﾄﾞ付（一斉付）

　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。　　　　　　無停電電源装置収納盤内にｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1 接地極付 抜止めを取付けること。

出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)出力波形　：正弦波/正弦波(商用時/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時)

ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)ｱﾝﾌﾟ用の無停電電源装置とする。(ｵﾑﾛﾝ製BY75SW相当品)

専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ

専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ専用ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄ

ﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸﾊﾝﾃﾞｨｰﾏｲｸ

専用ｹｰﾌﾞﾙ専用ｹｰﾌﾞﾙ専用ｹｰﾌﾞﾙ専用ｹｰﾌﾞﾙ専用ｹｰﾌﾞﾙ専用ｹｰﾌﾞﾙ専用ｹｰﾌﾞﾙ

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ(30W)

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ

ｻｲﾚﾝ取付寸法ｻｲﾚﾝ取付寸法ｻｲﾚﾝ取付寸法ｻｲﾚﾝ取付寸法ｻｲﾚﾝ取付寸法ｻｲﾚﾝ取付寸法ｻｲﾚﾝ取付寸法

※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること※落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度ｶｰﾙｺｰﾄﾞ1.5m程度

ﾄｰｸｽｲｯﾁ付ﾄｰｸｽｲｯﾁ付ﾄｰｸｽｲｯﾁ付ﾄｰｸｽｲｯﾁ付ﾄｰｸｽｲｯﾁ付ﾄｰｸｽｲｯﾁ付ﾄｰｸｽｲｯﾁ付

　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。　　　　　　無停電電源装置設置年月をﾃﾌﾟﾗで貼付けること。

・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。・ｱﾝﾌﾟは壁掛形、120Wとする。

・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。・120W用ｱﾝﾌﾟには、ﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)を別途付属すること。

操作ﾊﾟﾈﾙ操作ﾊﾟﾈﾙ操作ﾊﾟﾈﾙ操作ﾊﾟﾈﾙ操作ﾊﾟﾈﾙ操作ﾊﾟﾈﾙ操作ﾊﾟﾈﾙ

備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。備　考　　：700×600×200 鋼板製、屋内露出壁掛形熱機器収納用の無停電電源装置収納盤(詳細E-06参照)に入れること。

・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。・建築工事にて新設するﾎｰｽ乾燥塔(底板、内部通線加工、頂部ｻｲﾚﾝ取付加工含)と、取付機器の調整を行うこと。

・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。・ﾎｰｽ乾燥塔上部の機器設置場所、及びﾎｰｽ乾燥塔の施工場所は、監督員と協議し決定すること。

・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。・ﾎｰｽ乾燥塔及び基礎は、建築工事とする。
・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。・ﾎｰｽ乾燥塔の接地はﾎﾟｰﾙ内接地端子または、ｽﾋﾟｰｶ付近に接続すること。

ｼｽﾃﾑ系統図ｼｽﾃﾑ系統図ｼｽﾃﾑ系統図ｼｽﾃﾑ系統図ｼｽﾃﾑ系統図ｼｽﾃﾑ系統図ｼｽﾃﾑ系統図

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｲｸﾛﾎﾝ(ﾊﾝﾄﾞ形)

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ

ｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶｽﾄﾚｰﾄﾎﾝｽﾋﾟｰｶ

雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵雑音防止用ｺﾝﾃﾞﾝｻ、温度ﾋｭｰｽﾞ内蔵

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤

φ250±1φ250±1φ250±1φ250±1φ250±1φ250±1φ250±1

PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形
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・機器図の寸法は、参考寸法とする。・機器図の寸法は、参考寸法とする。・機器図の寸法は、参考寸法とする。・機器図の寸法は、参考寸法とする。・機器図の寸法は、参考寸法とする。・機器図の寸法は、参考寸法とする。・機器図の寸法は、参考寸法とする。

・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。・ｽﾋﾟｰｶには、落下防止ﾜｲﾔｰを取付けること。

阪国電機AQN 400W阪国電機AQN 400W阪国電機AQN 400W阪国電機AQN 400W阪国電機AQN 400W阪国電機AQN 400W阪国電機AQN 400W

取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1取付ﾊﾞﾝﾄﾞ：3BD-HD-12　×1

取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1取付金具：RADH-9-2(ｲﾜﾌﾞﾁ製) ×1

ｽﾋﾟｰｶ　取付図ｽﾋﾟｰｶ　取付図ｽﾋﾟｰｶ　取付図ｽﾋﾟｰｶ　取付図ｽﾋﾟｰｶ　取付図ｽﾋﾟｰｶ　取付図ｽﾋﾟｰｶ　取付図

－－－－－－－ E-001E-001E-001E-001E-001E-001E-001

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称
取付金具取付金具取付金具取付金具取付金具取付金具取付金具

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ自在ﾊﾞﾝﾄﾞ自在ﾊﾞﾝﾄﾞ自在ﾊﾞﾝﾄﾞ自在ﾊﾞﾝﾄﾞ自在ﾊﾞﾝﾄﾞ自在ﾊﾞﾝﾄﾞ

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用

日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ

ｲﾜﾌﾞﾁｲﾜﾌﾞﾁｲﾜﾌﾞﾁｲﾜﾌﾞﾁｲﾜﾌﾞﾁｲﾜﾌﾞﾁｲﾜﾌﾞﾁ

RADH-9-2RADH-9-2RADH-9-2RADH-9-2RADH-9-2RADH-9-2RADH-9-2

3BD-HD-123BD-HD-123BD-HD-123BD-HD-123BD-HD-123BD-HD-123BD-HD-12

仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称
φ510～φ517  30Wφ510～φ517  30Wφ510～φ517  30Wφ510～φ517  30Wφ510～φ517  30Wφ510～φ517  30Wφ510～φ517  30W

30W用30W用30W用30W用30W用30W用30W用

TOATOATOATOATOATOATOA仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様
DH-110DH-110DH-110DH-110DH-110DH-110DH-110

TU-730AMTU-730AMTU-730AMTU-730AMTU-730AMTU-730AMTU-730AM

ﾕﾆﾍﾟｯｸｽﾕﾆﾍﾟｯｸｽﾕﾆﾍﾟｯｸｽﾕﾆﾍﾟｯｸｽﾕﾆﾍﾟｯｸｽﾕﾆﾍﾟｯｸｽﾕﾆﾍﾟｯｸｽ

H-510LH-510LH-510LH-510LH-510LH-510LH-510L

P-300TP-300TP-300TP-300TP-300TP-300TP-300T

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ

ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝ用ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾕﾆｯﾄ

120W用120W用120W用120W用120W用120W用120W用

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称 精工社製作所精工社製作所精工社製作所精工社製作所精工社製作所精工社製作所精工社製作所

吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ 5ﾊﾟﾀｰﾝ

ﾓｰﾀｰ容量400W仕様ﾓｰﾀｰ容量400W仕様ﾓｰﾀｰ容量400W仕様ﾓｰﾀｰ容量400W仕様ﾓｰﾀｰ容量400W仕様ﾓｰﾀｰ容量400W仕様ﾓｰﾀｰ容量400W仕様

仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称 仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様 阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機

ﾓｰﾀｰ容量 400Wﾓｰﾀｰ容量 400Wﾓｰﾀｰ容量 400Wﾓｰﾀｰ容量 400Wﾓｰﾀｰ容量 400Wﾓｰﾀｰ容量 400Wﾓｰﾀｰ容量 400W AQN 400WAQN 400WAQN 400WAQN 400WAQN 400WAQN 400WAQN 400W

VA-122VA-122VA-122VA-122VA-122VA-122VA-122

PM-240PM-240PM-240PM-240PM-240PM-240PM-240

KP＋TP形KP＋TP形KP＋TP形KP＋TP形KP＋TP形KP＋TP形KP＋TP形

阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機阪国電機

GV-120GV-120GV-120GV-120GV-120GV-120GV-120

MD-46AMD-46AMD-46AMD-46AMD-46AMD-46AMD-46A

PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形PAｱﾝﾌﾟ　壁掛形

ﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸﾊﾝﾄﾞﾀｲﾌﾟﾏｲｸ

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ

(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)
L-580L-580L-580L-580L-580L-580L-580

17～18m 底板付17～18m 底板付17～18m 底板付17～18m 底板付17～18m 底板付17～18m 底板付17～18m 底板付

+ST-5IA+ST-5IA+ST-5IA+ST-5IA+ST-5IA+ST-5IA+ST-5IA

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称 仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様仕 様
緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ緊急放送設備　ﾒｰｶｰﾘｽﾄ

ﾎｰｽ乾燥塔ﾎｰｽ乾燥塔ﾎｰｽ乾燥塔ﾎｰｽ乾燥塔ﾎｰｽ乾燥塔ﾎｰｽ乾燥塔ﾎｰｽ乾燥塔

ｻｲﾚﾝ制御盤ｻｲﾚﾝ制御盤ｻｲﾚﾝ制御盤ｻｲﾚﾝ制御盤ｻｲﾚﾝ制御盤ｻｲﾚﾝ制御盤ｻｲﾚﾝ制御盤

内部通線加工、頂部加工有り内部通線加工、頂部加工有り内部通線加工、頂部加工有り内部通線加工、頂部加工有り内部通線加工、頂部加工有り内部通線加工、頂部加工有り内部通線加工、頂部加工有り

参 考 型 番参 考 型 番参 考 型 番参 考 型 番参 考 型 番参 考 型 番参 考 型 番

　が可能であること。　が可能であること。　が可能であること。　が可能であること。　が可能であること。　が可能であること。　が可能であること。

・設定回数をこなし自動的に停止すること。・設定回数をこなし自動的に停止すること。・設定回数をこなし自動的に停止すること。・設定回数をこなし自動的に停止すること。・設定回数をこなし自動的に停止すること。・設定回数をこなし自動的に停止すること。・設定回数をこなし自動的に停止すること。

・途中で停止させることも可能。・途中で停止させることも可能。・途中で停止させることも可能。・途中で停止させることも可能。・途中で停止させることも可能。・途中で停止させることも可能。・途中で停止させることも可能。

・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更・吹鳴時間・休止時間及び繰り返し回数は，現場で変更

１．１．１．１．１．１．１．＜注記＞＜注記＞＜注記＞＜注記＞＜注記＞＜注記＞＜注記＞

２．２．２．２．２．２．２．

図中の寸法は参考値とする。図中の寸法は参考値とする。図中の寸法は参考値とする。図中の寸法は参考値とする。図中の寸法は参考値とする。図中の寸法は参考値とする。図中の寸法は参考値とする。

・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。・本機には5種類の吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝを搭載すること。

　にて添付すること。　にて添付すること。　にて添付すること。　にて添付すること。　にて添付すること。　にて添付すること。　にて添付すること。

盤施工に関する耐震計算書を提出すること。盤施工に関する耐震計算書を提出すること。盤施工に関する耐震計算書を提出すること。盤施工に関する耐震計算書を提出すること。盤施工に関する耐震計算書を提出すること。盤施工に関する耐震計算書を提出すること。盤施工に関する耐震計算書を提出すること。

・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。・吹鳴時間等は、監督員と協議の上，決定すること。

・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。・ｻｲﾚﾝ自動吹鳴途中で、緊急停止ができること。

・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ・ｻｲﾚﾝ吹鳴装置の操作手順をﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄ

・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。・吹鳴ﾊﾟﾀｰﾝ表を、ﾗﾐﾈｰﾄｼｰﾄにて添付すること。

・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。・消防用ｻｲﾚﾝﾀｲﾏｰを取り付けること。

操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。操作ﾊﾟﾈﾙの位置がFL+1,300～1,500程度となるように調整のこと。３．３．３．３．３．３．３．

160160160160160160160

200200200200200200200

吹鳴時間吹鳴時間吹鳴時間吹鳴時間吹鳴時間吹鳴時間吹鳴時間 休止時間休止時間休止時間休止時間休止時間休止時間休止時間 回数回数回数回数回数回数回数

3秒3秒3秒3秒3秒3秒3秒 2秒2秒2秒2秒2秒2秒2秒 15回繰り返す15回繰り返す15回繰り返す15回繰り返す15回繰り返す15回繰り返す15回繰り返す

出場出場出場出場出場出場出場 5秒5秒5秒5秒5秒5秒5秒 6秒6秒6秒6秒6秒6秒6秒 7回繰り返す7回繰り返す7回繰り返す7回繰り返す7回繰り返す7回繰り返す7回繰り返す

山林山林山林山林山林山林山林 10秒10秒10秒10秒10秒10秒10秒 2秒2秒2秒2秒2秒2秒2秒 6回繰り返す6回繰り返す6回繰り返す6回繰り返す6回繰り返す6回繰り返す6回繰り返す

演習演習演習演習演習演習演習 15秒15秒15秒15秒15秒15秒15秒 6秒6秒6秒6秒6秒6秒6秒 4回繰り返す4回繰り返す4回繰り返す4回繰り返す4回繰り返す4回繰り返す4回繰り返す

警報警報警報警報警報警報警報 30秒30秒30秒30秒30秒30秒30秒 6秒6秒6秒6秒6秒6秒6秒 2回繰り返す2回繰り返す2回繰り返す2回繰り返す2回繰り返す2回繰り返す2回繰り返す

近火近火近火近火近火近火近火

組み込み設定表（例)組み込み設定表（例)組み込み設定表（例)組み込み設定表（例)組み込み設定表（例)組み込み設定表（例)組み込み設定表（例)

吹鳴ﾓｰﾄﾞ吹鳴ﾓｰﾄﾞ吹鳴ﾓｰﾄﾞ吹鳴ﾓｰﾄﾞ吹鳴ﾓｰﾄﾞ吹鳴ﾓｰﾄﾞ吹鳴ﾓｰﾄﾞ

EM-CEE1.25□-10C　((VE28))EM-CEE1.25□-10C　((VE28))EM-CEE1.25□-10C　((VE28))EM-CEE1.25□-10C　((VE28))EM-CEE1.25□-10C　((VE28))EM-CEE1.25□-10C　((VE28))EM-CEE1.25□-10C　((VE28))

＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること＊可能な限り盤の前面および側面をそろえること

保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付保護ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ取付
34φ穴貫通34φ穴貫通34φ穴貫通34φ穴貫通34φ穴貫通34φ穴貫通34φ穴貫通700×600×200700×600×200700×600×200700×600×200700×600×200700×600×200700×600×200

無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤無停電電源装置収納盤

ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40ﾀﾞｸﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ(穴あき) 30*40

埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔埋設配管 ～ ﾎｰｽ乾燥塔

熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ熱機器収納用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形ｷｰ付鋼板製、露出壁掛形

(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形)(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形)(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形)(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形)(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形)(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形)(PAｱﾝﾌﾟ 120W 壁掛形) （ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）（ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）（ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）（ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）（ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）（ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）（ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤）

溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板溶融亜鉛めっき鋼板

EM-CE3.5□-3C　　((VE28))EM-CE3.5□-3C　　((VE28))EM-CE3.5□-3C　　((VE28))EM-CE3.5□-3C　　((VE28))EM-CE3.5□-3C　　((VE28))EM-CE3.5□-3C　　((VE28))EM-CE3.5□-3C　　((VE28))
　    ((VE28))　    ((VE28))　    ((VE28))　    ((VE28))　    ((VE28))　    ((VE28))　    ((VE28))

阪国電機:MGV-412A+ST-5IA阪国電機:MGV-412A+ST-5IA阪国電機:MGV-412A+ST-5IA阪国電機:MGV-412A+ST-5IA阪国電機:MGV-412A+ST-5IA阪国電機:MGV-412A+ST-5IA阪国電機:MGV-412A+ST-5IA

MGV-412AMGV-412AMGV-412AMGV-412AMGV-412AMGV-412AMGV-412A

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ制御盤等取付図

EM-IE2.0x3((VE16))EM-IE2.0x3((VE16))EM-IE2.0x3((VE16))EM-IE2.0x3((VE16))EM-IE2.0x3((VE16))EM-IE2.0x3((VE16))EM-IE2.0x3((VE16))

・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。・ｽﾄﾚｰﾄﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶの個数及び設置位置はｽﾋﾟｰｶ取付図参照。

緊急放送設備仕様（機器）参考図緊急放送設備仕様（機器）参考図緊急放送設備仕様（機器）参考図緊急放送設備仕様（機器）参考図緊急放送設備仕様（機器）参考図緊急放送設備仕様（機器）参考図緊急放送設備仕様（機器）参考図

※音圧分布図を提出すること※音圧分布図を提出すること※音圧分布図を提出すること※音圧分布図を提出すること※音圧分布図を提出すること※音圧分布図を提出すること※音圧分布図を提出すること
※スピーカーの向きは、協議の上決定する※スピーカーの向きは、協議の上決定する※スピーカーの向きは、協議の上決定する※スピーカーの向きは、協議の上決定する※スピーカーの向きは、協議の上決定する※スピーカーの向きは、協議の上決定する※スピーカーの向きは、協議の上決定する

26133
Text Box
別添資料９　基本計画図（緊急放送設備仕様（機器）参考図）



件　名件　名件　名件　名件　名件　名件　名

図番図番図番図番図番図番図番図面名図面名図面名図面名図面名図面名図面名 縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市総務局総務部総務課倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託倉敷市庄支所整備業務委託
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ﾎｰｽﾛｰﾌﾟﾎｰｽﾛｰﾌﾟﾎｰｽﾛｰﾌﾟﾎｰｽﾛｰﾌﾟﾎｰｽﾛｰﾌﾟﾎｰｽﾛｰﾌﾟﾎｰｽﾛｰﾌﾟ

※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ

CEE1.25□-10C (PF28)CEE1.25□-10C (PF28)CEE1.25□-10C (PF28)CEE1.25□-10C (PF28)CEE1.25□-10C (PF28)CEE1.25□-10C (PF28)CEE1.25□-10C (PF28)

(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)

(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)(ﾎﾟｰﾙ内隠ぺい配管配線)

先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2先端部：ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ×2

ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ｽﾋﾟｰｶ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝ(落下防止ﾜｲﾔｰ付)

Ｇ.Ｌ.Ｇ.Ｌ.Ｇ.Ｌ.Ｇ.Ｌ.Ｇ.Ｌ.Ｇ.Ｌ.Ｇ.Ｌ.

※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～ｽﾋﾟｰｶ

電源取出口 60×150 表裏2ヶ所電源取出口 60×150 表裏2ヶ所電源取出口 60×150 表裏2ヶ所電源取出口 60×150 表裏2ヶ所電源取出口 60×150 表裏2ヶ所電源取出口 60×150 表裏2ヶ所電源取出口 60×150 表裏2ヶ所

ｺﾝｸﾘｰﾄ根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ根巻きｺﾝｸﾘｰﾄ根巻き

800□×1000800□×1000800□×1000800□×1000800□×1000800□×1000800□×1000

(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用(PF28)電動ﾎｰｽﾛｰﾌﾟ巻 将来用

※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部※ｹｰﾌﾞﾙ引込口付近～開口部

※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲※ﾎｰｽ乾燥塔、基礎は建築工事範囲

CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)CEE1.25□-10C 　　(地中用PF28)

ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部ﾓｰﾀｰｻｲﾚﾝねじ止め部

(地中用PF28)(地中用PF28)(地中用PF28)(地中用PF28)(地中用PF28)(地中用PF28)(地中用PF28)

CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）CE3.5□-3C 　　　（地中用PF28）

CE3.5□-3C(PF28)CE3.5□-3C(PF28)CE3.5□-3C(PF28)CE3.5□-3C(PF28)CE3.5□-3C(PF28)CE3.5□-3C(PF28)CE3.5□-3C(PF28)

ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続ﾎｰｽ乾燥塔用接地3.5を接続

１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図ﾎｰｽ乾燥塔立面図ﾎｰｽ乾燥塔立面図ﾎｰｽ乾燥塔立面図ﾎｰｽ乾燥塔立面図ﾎｰｽ乾燥塔立面図ﾎｰｽ乾燥塔立面図ﾎｰｽ乾燥塔立面図
E-002E-002E-002E-002E-002E-002E-002

※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照

※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照※詳細E-001参照

26133
Text Box
別添資料１０　基本計画図（緊急放送設備仕様（ホース乾燥塔）参考図）



来庁者動線

期日前投票
選挙人動線

26135
Typewriter
別添資料１１_期日前投票時の来庁者動線


